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◇ 開通による主な効果 ◇

国際競争力と成長 ～民需の拡大～

● 環状道路の整備にともない、物流の効率化などを目的に沿線に物流施設や工場が立地す
る等、民間の投資を喚起します。

効果①

地域経済の好循環 ～新たな広域ネットワークの形成～

● 次々とつながる圏央道により、北関東方面と成田国際空港を結ぶ新たな広域ルートが形
成され、成田空港から主要観光地への移動性向上により新たな観光需要の喚起などが期
待されます。

効果②

圏央道の整備により、常磐道や東関東道などの放射方向の高速道路を結ぶ道路ネットワークが

形成されます。広域的な人・物の交流により民需が拡大し、地域経済の好循環が生まれます。

よし だ たけ し さ とう じゅん

つながる。まわる。圏央道。
圏央道（神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ）が開通します

圏央道 神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ間が
６月７日１７時 に開通します。
常磐道と東関東道がつながります。

～つながる。まわる。圏央道。～

国際競争力と成長を支える道路

けん おう どう こう ざき たい えい

（第２報）

これまでに開通した区間でも続々と整備効果が発現 【別添参照】

●平成２６年６月２８日に開通した相模原相川～高尾山IC間や平成２７年３月８日
に開通した寒川北IC～海老名JCTでも続々と効果が発現しています。

効果③

じょう ばん どう ひがし かん とう どう

さがみはらあいかわ たか お さん
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圏央道開通区間概要

● 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化、沿線都市間の連絡強

化等を目的とした都心から半径およそ４０～６０ｋｍの位置に計画されている総延長約３

００ｋｍの環状の自動車専用道路です。現在までに約２２０ｋｍが開通しています。

● 今回開通区間の概要

路 線 名：一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

○開 通 区 間：神崎IC（千葉県香取郡神崎町松崎）～大栄JCT（千葉県成田市吉岡）

○開 通 日：平成２７年６月７日（日）１７時

○延 長：９．７ｋｍ

○車 線 数：暫定２車線

○開 通 IC（アクセス道路）：下総IC（(主)成田下総線）

■今回開通区間の位置図

しもふさ

な り た し きちおかか とり ぐん こうざきまち まつざき

なりた しもふさせん

至 千葉県

取手市

牛久市

龍ヶ崎市

河内町

稲敷市

神崎町

土浦市

成田市

栄町

つくばみらい市

阿見町

美浦村

行方市

霞ヶ浦

印旛沼

125

408

６

464

356

125

51

355354

408

⼤栄JCT

阿⾒東IC

稲敷IC

稲敷東IC

神崎IC

下総IC

成⽥IC・JCT

⼤栄IC

⽜久阿⾒IC

つくば⽜久IC

つくばJCT

つくば中央IC

詳細図

※土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合

千葉県

至

東
京
都

全体図

茨城県

至

埼
玉
県

今回開通区間
事 業 中 区 間
開 通 済 区 間

凡例

平成27年6月7日(日)

１７時 開通予定

平成15年
3月29日
開通済

平成22年
4月24日
開通済

平成19年
3月10日
開通済

平成27年度
開通予定※

平成21年
3月21日
開通済

平成26年
4月12日
開通済

あみひがし
うしく あ み

いなしき

ちゅうおう

うしく

いなしきひがし

こうざき

しもふさ

たいえい

なりた

たいえい

こうざき たいえい
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至

埼
玉

至 千葉 至 木更津

稲敷市

神崎町

成田市

行方市

香取市

潮来市

霞ヶ浦

408

464

356

125

51

355

408

茨城県

千葉県

⼤栄JCT

稲敷IC

稲敷東IC

神崎IC

下総IC

成⽥IC・JCT

⼤栄IC

356

■今回開通区間の標準断面図

■今回開通区間の状況

橋梁区間土工区間(盛土部)

（単位：ｍ）

下総ＩＣ（千葉県成田市名木） 大栄ＪＣＴ（千葉県成田市吉岡）

平成27年3月撮影

至埼玉

下総ＩＣ

至木更津

至埼玉

圏
央
道

大栄ＪＣＴ

東関東自動車道

至木更津

平成27年3月撮影

今回開通区間

事 業 中 区 間

開 通 済 区 間

凡例

【インターチェンジの状況】

平成27年3月撮影

神崎ＩＣ（千葉県香取郡神崎町松崎）

なりたし な ぎ なりたし きちおか

かとりぐん こうざきまち まつざき

至水戸
至東京

至埼玉

至木更津

神崎ＩＣ

利根川

道の駅
「発酵の里こうざき」

7.0
7.0

暫定２車線 暫定２車線
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